
　白老地方の衣服の調査研究は、昭和30年以降に行われ、それによりルウンペにみられる白老の
特徴は、細長いテープ状の布を直線的に縫い付けた模様と幅広の布を面的に切り抜き縫い付けた
模様で構成されるとして、今日まで広く知られるようになりました。本展示会では、白老コタン
で収集された衣服の調査や聞き取り調査などから、昭和初期までの白老コタンの衣服で判明した
三つの大きな傾向（①直線的な模様が多用されている衣服 ②背中と裾に赤い布で切り抜いた模
様が施されている衣服 ③全体的に切伏が施されている衣服）など情報を盛り込みつつ、時系列
に沿って衣服を展示しています。従来考えられてきた「白老の伝統的な衣服」に、新たな推測を
加えました。展示コーナー「白老コタンの衣服」で製作者や着用者の情報も紹介することで、白
老の衣服文化の新たな一面を知る展示となっています。この機会にぜひご覧ください。

　本展示は、第２回テーマ展示に合わせて、白老で活動するサークルの現代作品を展示中。
　「テケカラペ」、「フッチコラチ」、「チシポの会」、「エミナの会」、「チタラペ」に協力いただき、
約16点展示しています。

◆展示室ガイドツアー　
　日　時：４月16日㈯、30日㈯、５月７日㈯　14時～15時　特別展示室
　　　　　開催中のテーマ展示の見どころを紹介します。
◆講演会「白老の衣服文化（仮）」　５月４日（水・祝）13時30分～15時　１階交流室
　本展示会の監修者・岡田路明さん（元苫小牧駒澤大学教授）、当館学芸員が対談形式で、これまでの
白老地方の衣服調査や聞き取り調査などから、白老地方の衣服文化を紹介します。

関連展示　国立アイヌ民族博物館 第４回エントランスロビー展示

（会場：１階エントランスロビー交流室横ケース）
「シラウォイ  ウン  クル  テケカラ  ペ 　―白老で活動するアイヌ工芸サークル―」

展示のみどころ ～従来の白老の衣服研究と今回展示の注目点～

関連イベント

　展示期間中、ケースに隣接している、ミュージアムショップでは、白老の方々が製作した作品を　展示期間中、ケースに隣接している、ミュージアムショップでは、白老の方々が製作した作品を
特設スペースで販売しています。特設スペースで販売しています。


